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和歌⼭県広川町⽴南広⼩学校

南広⼩学校では、 週４⽇、 １５分間の「昼学習」の時間に、全校でｅライブラリのプリント教材を利⽤して
います。基礎学⼒の補充として、前学年の学習単元の復習をしながら、学⼒向上を⽬指す実践をご紹介します。

ふりかえりと解き直しで定着を図る
５年の学習範囲の復習

昼学習が始まると、前学年の学習単元「⼩数のか
け算」をｅライブラリのプリント教材で復習します。
今⽇の分を解き終えると、採点・返却された前⽇の
プリントの解き直しに進みます。
終了５分前になると、先⽣は、つまずきの多い問

題を板書で補⾜します。⼿を休めることなく学習し
ていた児童も、顔を上げて説明に集中していました。

算数

ひろがわちょう

全校で取り組む昼学習のサイクル

▲つまずきの多い問題を補⾜

平成２８年度の全国学⼒・学習状況調査の結果から基礎学⼒の補充が必要と感じ、
算数に特化したプリント教材の昼学習を始めて３年⽬になりました。プリントの得点
を記録した表で、個⼈・学級ごとに平均点を⾒ると、課題のある単元がわかり、指導
の⾒直しや授業改善に役⽴ちます。
ｅライブラリの昼学習で蓄積したデータを「⾒える化」して、教員の意識がより⾼

まり、全国学⼒・学習状況調査の算数も年々改善されてきました。継続して使い続け
ることで、プリント教材の効果を最⼤限に⾼めることができました。

データを活⽤して昼学習の効果を実感インタビュー
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〜 全 校 で の 取 組 み と 先 ⽣ の ⼯ 夫 〜
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昼学習 採点・記録

プリント準備 情報共有

▲ｅライブラリから⼀括検索も可能

6年

先⽣の負担を減らすために、採点と記録を担当し
ます。採点基準・児童の実態などを先⽣⽅と相談
して、プリントの印刷等昼学習の準備をします。
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プリント教材で、特別な⽀援を要する児童に対しても、基礎学⼒の定着を図れる
ようになりました。様々な教員の視点から⾒やすいプリントやつまずきの多い問題
について伝え合うと、⼀⾒課題を抱えていないような児童にも細やかな⽀援ができ
ることに気づきます。
教員同⼠が温かい⼼で「どの⼦も『わかる・できる』」きめ細かい学習⽀援に⼒

を注ぎ、児童の前向きな学習姿勢を育んでいきたいです。
今年度から算数科の研究課題とｅライブラリの昼学習を結び付けて、すべての児

童を引き上げる学習⽀援のあり⽅と学⼒向上の取組みを模索します。

今後の展望 温かい⼼で伝え合う、プリント教材できめ細かい学習⽀援

プリント教材と先⽣の⼯夫で学習意欲を⾼める
昼学習は、配点付きの「単元別プリント」を使います。

教科書の単元に対応した基本問題が収録されているので、
児童は⾼い得点を取れるように頑張っています。
また、読み書きに課題のある児童が取り組みやすいよ

うに、解答枠を書き⾜したり、解答欄や⽂字が⼤きい
「宿題プリント」を代⽤して、児童の学習意欲向上を⽬
指します。難易度やレイアウトを⾒⽐べて、学びやすさ
に配慮する⼯夫を凝らしてあります。

インタビュー 学校⽣活に浸透して個々のつまずきを伸ばす昼学習
６学年分のプリントを簡単に検索・印刷でき、教科ごとの内容も充実しています。

担任と学習進度や教材内容の話し合いに時間をとり、児童の実態に近いものを吟味
して選ぶことができます。
また、昼学習係が「プリントを取りに来ました。」と職員室に来ると、教員が

「ありがとう。ご苦労さま。」と声をかけるのが⽇々の習慣になっています。話す
ことが苦⼿な児童が⼤きな声で挨拶するようになり、ｅライブラリの副産物でとて
も嬉しい成⻑でした。

 昼学習では、担任が個別指導と全体指導を使い分けて重要事項の定着を図る
 プリントはその⽇に採点し、翌⽇に返却するので、すぐに解き直しができる
 児童がふりかえりやすいように、プリントには⽳をあけファイルに保管させる
 前年度の内容の定着度を測るために、表計算ソフトに得点を記録して⻑期的に運⽤する
 難易度やレイアウトによって、プリントに解答枠を追記したり宿題プリントを代⽤する

学校の⼯夫

ｅライブラリ活⽤のねらい
 課題を抱える児童を⾒つけ出し、「どの⼦も『わかる・できる』」を保障する学習⽀援
 得点表から児童の定着状況を分析し、基礎学⼒定着に向けた指導の⼯夫と教員の意識向上

基礎学推進担当
（昼学習導⼊時）
東⾕ 舞⼦ 先⽣

校⻑
林 寿和先⽣

▲単元別プリント「たし算のひっ算」
解答枠を⼿書きで追加して書きやすい配慮


